
令和 4年度  事 業 報 告

当事業団は、香川県の指定管理者 として、障害者支援施設 「香川県ふ じみ園おおぞら」 と「香川県ふ じみ園だい

ち」において、生活介護、生活訓練、就労移行支援、就労継続支援 B型、施設入所支援、短期入所及び 日中
二時支援

のサービスを提供 し、併せて 「香川県ふ じみ園福祉ホーム」の運営を行 うとともに、共同生活援助事業 (グループホ

ーム)、 相談支援事業、障害児等療育支援事業等を実施 した。

サービスの提供に当たちては、利用者σ)意思及び人権を尊重・擁護 し、個々のニーズに沿つた個別支援計画に基づ

き、質の高いサー ビスの提供に努めた。

また、地域に根 ざした施設運営を行 うため、地域交流及び地域貢献活動にも取 り組んだ。

さらに、令和 4年度は、法人経営の指針 となる新たな中期経営計画 (令和 4年度～令和 8年度)の初年度であり、計

画に基づき法人経営の安定的な運営と福祉サー ビスの向上に取 り組んだ。

I 施設支援事業

1 施設

(1)指 定管理施設の内容

施 設 の 名 称  障害者支援施設

障害者福祉ホーム

「香川県ふ じみ園おおぞ ら」 「香川県ふ じみ園だいち」

「香川県ふ じみ園福祉ホーム」



施 設 の 定 員

規

施 設 整 備

おおぞら

(おおぞらA棟 )

(おおぞ らB棟 )

だいち

福祉ホーム 20人

【日中】 74人

生活介護

生活介護

【日中】 80人

生活介護

生活訓練

就労移行支援

就労継続支援 B型

(福祉ホームA)

27人

47人

86人

6人

6人

32人

10人

【夜間】 60人

施設入所支援

施設入所支援

【夜間】 30人

施設入所支援

20人

40人

30人

(福祉ホーム B)  10人

模  敷地面積

建物面積

65,011ポ

8, 160. 59だ

① 「おおぞら」A棟居室扉小窓アクリル板張替
② 「おおぞら」A棟玄関本締 り錠交換
③ 「おおぞら」 B棟給水配管漏水修繕
④ 「おおぞら」 B棟男子 トイレFCU配 管保温材修繕
⑤ 「だいち」居住棟 C室床張替修繕
⑥ 「だいち」居住棟支援員室浴室換気扇更新

⑦福祉ホームA棟ガスふろ給湯器更新
③福祉ホームA棟浴室換気扇・ B棟脱衣室換気扇更新
⑨井水処理設備加圧給水ポンプ更新

⑩サービス機械棟貯水槽配管補修



(2)グループホーム (共 同生活援助 )
名  称    ふ じみファース トホ‐ム

(香川県九亀市飯山町内賃貸アパィト 3室 )

定  員    6名 (現在 6名 が利用 )

2 利用者の状況 (市町別利用人員 ) (令和 5年 3月 31日 現在 )
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おおぞら

日中活動

(定員 74人 )
15 0 15 14 6 2 1 1 54 0 0 0 0 2 2 3 0 2 9 63

施設入所

支  援
(定員 60人 )

0 13 9 6 2 0 1 46 0 0 0 0 2 2 2 0 2 8 54

だいち

日中活動

(定員 80人 )
10 1 14 18 4 2 0 0 49 0 0 0 0 2 3 2 0 1 8 57

施設入所

支  援
(定員 30人 )

4 1 3 7 1 1 0 0 17 0 0 0 0 1 0 1 0 1 3 20



福祉 ホー ム

(定員 20人 )
1 0 1 7 4 1 0 0 14 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 16

グループホーム

(定員 6人 )
2 0 3 1 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

3 月別 1日 平均利用者数

提供 サー ビス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月 年平均

お
お
ぞ
ら

生活介護 58.7 57.2 58,9 58.8 58.3 57.6 59,0 58.4 58.6 57.2 58.4 56.3 58,1

施設入所支援 49,3 46.5 47.0 48,3 47.4 49,0 49.4 49.5 48.2 45.9 48.5 48.0 48.1

短期入所支援 0 0.06 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0,29 0.03

日中一時支援 0.03 0 0,1 0.2 0,3 0.1 0,2 0.1 0.1 0.3 0.3 0,3 0,2

だ
い

ち

生活介護 25,8 25,8 26.5 25,7 25.7 25,7 26.6 2516 24,0 25,0 24,9 26:0 25.6

生活訓練 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

就労移行支援 1.0 0 0 0 0,7 0.8 0.8 1.9 1,9 1.8 1,8 1.8 1.0

就 労継続支援 B型 23.2 24.2 24.7 24,8 24.3 24.0 24,6 24.6 24.0 23.1 23.1 23,0 24.0

施設入所支援 16,8 16.2 17.4 16.6 16.2 17.3 18.1 17.9 17.0 17.4 17.9 18.4 17.3



短期入所支援 0 0.61 0,77 0.1 0 0 0. 19 0.07 0 0.13 0.96 0,71 0.39

日中一時支援 0.4 0,2 0.3 0,4 0,2 0,1 0.5 0.5 0.3 0.5 0,8 0,6 0.4

福祉ホーム 17.0 17,0 17.0 17.0 17.0 17,0 17.0 16,0 16,0 16i(0 16.0 16.0 16158

グループホーム 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

4 サービスの概要

個々のニーズに沿つた個別支援計画をもとにサービスを提供 した。個別支援計画は、アセスメン ト、モニタリング

個別支援会議を経て、作成 している。

また、計画相談を担当する相談支援専門員 と連携 してサービス等担当者会議を開催 し、作成 されたサービス等利用

計画は、個別支援計画に反映 している。

なお、本年度の具体的な支援内容は、次のとお りである。

(1)お おぞら

①  生活介護

ア 生活支援

個別支援計画に基づき、食事、入浴、清掃、洗濯、保健衛生、健康管理など、基本 となる日常生活支援の充実

に努めた。また、身体状況に応 じて、体操、ウォーキングのほか、夏季の水泳など、健康維持 と運動機能の低下

防止に努めた。特に、重度化・高齢化 している利用者には、臨床心理士、作業療法士の支援のもと、機能訓練、

認知機能 。身体機能の低下防止に努めた。 さらに、新型コロナウイルス感染防止対策の一環 として、男女の食事

場所を分けるなど工夫 した。

γ  日中活動支援

屋外活動及び療育活動の 2班編成で、利用者の特性や希望に合わせて日中活動支援を実施 した。屋外活動 lま 、



主に野菜づくりのほか、花の植付けや除草などの園内環境整備に取 り組んだ。療育活動は、個々に応 じて、刺 し

子や手先を使つた訓練や リハビリ体操や歩行訓練、作業療法士による機能訓練などを取 り入れ、身体機能の低下

防止に取 り組む とともに、余暇支援に繁がるものとして、書写、ぬ り絵、パズルなどを利用 し、楽 しみながら取

り組めるよう工夫 した。

このほか、音楽、ゲエムなど利用者の希望に1応 じて余暇時間を日課の中に取 り入れ実施 した。

ウ 社会活動支援

社会性を養い、 リフレッシュを図る目的で、公園散策や ドライブなどの外出や、年 1回 の日帰 り県内旅行 (大

渚亭、道の駅源平の里むれ)を 実施 した。地域 との交流を図るため、地域の障害者支援施設のイベン トなどへの

参加 も計画 していたが、新型コロナウイルスの感染拡大状況を考慮 し中止 した。地域貢献活動では、楠見池親水

公園の清掃奉仕活動を 2回実施 した。

工  生活 うるおい活動
「うるおいのある豊かな生活」を実現するため、週 1回 の うるおい活動の時間で、支援員の特技や知識を生か

した楽器演奏、レクリエーショングーム、ス トレンチ体操、読み聞かせなどを利用者に提供 した。また、学習活

動 として、音楽、美術の各グループで月 2回ずつ実施 した。音楽は、季節に合わせた歌や手あそび、楽器演奏な

どで楽 しんだ。美術は、共同作品を地域の展覧会に出展 したほか、季節に沿つた作品づくりを行い、寮内の飾 り

などに活用 した。

オ 開所 日の設定

祝 日における開所 日を月 1回程度設けた。

②  施設入所支援

夜勤体制で、食事、洗面、排泄、着脱衣などの支援や介助を行つた。また、生活等に関する相談や助言、その他

日常生活上における細かな支援を行つたほか、カラオケや DVD鑑 賞を行い、余暇活動を支援 した。月 2回土曜 日

に実施 している外部音楽療法士による音楽療法活動は、新型 コロナウイルス感染拡大状況を考慮 し中止 した。

(2)だ いち     
｀

①  生活介護



ア 生活支援

個々のニーズや障害支援区分に沿つた個別支援計画の下、支援を行つた。

併せて、健康増進 と体力維持のために、ウォーキングや軽スポーツ、卓球などに取 り組んだ。また、障害特性

に対応 した創作(学習、音楽活動なども行つた。 さらに、新型 コロナウイルス感染防止対策の一環 として、 4月

から通所利用者 と入所利用者の給食の時間が重ならないように変更 したほか、 10月 からは通所利用者 と入所利

用者活動場所を分けた。 ウォーキング以外の活動を別々にすることで、個々の特性や能力に応 じてより充実 した

活動ができるようになった。

イ 社会活動支援

継続的に生産活動や環境整備などに取 り組んだ。また、新型コロナウイルスの感染状況に配慮 しながら、社会

性の向上 と気分転換のため、 ドライブ外出、花見外出、 日帰 り県内旅行 (郷屋敷、道の駅源平の里むれ)を 実施

した。

さらに、地域貢献活動である香川 さわやか口▼ ド事業に利用者の一部が参加 し、県道 (善通寺府中線)の ゴミ拾

い、除草作業に取 り組んだ。

このほか、利用者の声を聴き、 日々の支援に反映 していくために利用者 自治会を月に 1回 開催 した。

②  就労継続支援 B型

ア 生活支援

個々のニーズと作業適性に沿つた個別支援計画を作成 し支援を行つた。また、利用者本位の運営ができるよう

自治会活動も支援 した。

イ 就労支援

作業スキルの向上 と作業工賃の増額を目標に、個々に適 した就労の場を提供 した。作業は、クリーニング・園

芸・軽作業 とし、平 日の 9時からlo時 30分 までの時間で実施 している。なお、新型コロナウイルス感染防止の

ため、介護老人施設や医療センターでの施設外就労への取 り組みは中止 した。



ウ 社会活動支援

社会性の向上 と気分転換 目的に、 日帰 り県内旅行 (大渚亭、道の駅源平の里むれ)を 実施 した。また、地域貢

献活動である香川 さわやかロー ド事業に利用者の一部が参加 し、県道 (善通寺府中線)の ゴミ拾い、除草作業に

取 り組んだ。新型 コロナウイルス感染防止のため、各種スポーツ大会や地域イベン トヘの参加は中止 した。

③  就労移行支援

ア 就労支援

個々のニーズに沿った個別支援計画を 3か月ごとに作成 し、事業所での職場体験や実習を通 して、す般就労ヘ

移行できるように支援 したЬ

イ 社会活動支援

日帰 り旅行を、就労継続支援 B型 と合同で実施 した。また、ハローワークなどの公共機関が適切に利用できるよ

う支援 した。

④  生活訓練       、

ア 生活支援                    ｀

自立 した生活習慣の確立を目標に、 3か月ごとに個別支援計画を作成 し支援を行つている。

イ 社会活動支援

社会性の向上を目指 し、金銭管理、公共交通機関の利用、買物などの訓練を実施 している。

⑤ 施設入所支援

宿直・夜勤体制 (男 女常直支援員は隔 日勤務)で 、夜間・休 日にサービ不を提供 した。食事、排泄、入浴、身だし

なみ等の支援に加 え、購買利用など、余暇支援、家庭 との連絡調整なども行つている。

Ⅱ 地域支援事業

相談支援については、 「ふじみ園相談支援センター」が、香川県及び丸亀市からそれぞれの事業指定を受けて、指定一



1

般相談支援事業、指定特定相談支援事業及び指定障害児相談支援事業を実施 し、障害を持つ方々の多様化す るニーズに対

応できるようサー ビス等利用計画の作成などの支援を行つた。また、当園を含む 「短期入所」や 「日中一時支援」の利用

調整 にも努めたも

丸亀市 。坂出市 。宇多津町・綾川町の 2市 2町 か ら障害者相談支援事業及び障害支援区分認定調査事業を、香川県か ら

障害児等療育支援事業を、かがわ総合 リハ ビリテーシ ョン事業団か ら発達障害者地域支援体制強化事業を受託す るな ど、

幅広 く障害者の地域支援事業を展開 した。

また、福祉ホームやグループホーム (共 同生活援助事業)で は、個々の利用者が安全で充実 した地域生活を過 ごせ るよ

う支援サー ビスに努めた。

相談支援事業

指定特定相談支援事業等の利用者数は別掲のとお りである。アセスメン トか らサー ビス等利用計画作成、継続 したモ

ニタ リングな どを通 して、障害者のケアマネジメン ト、相談支援体制の充実に取 り組んでいる。

委託相談支援事業において、相談援助や助言、福祉サー ビスの利用支援、情報提供 。権利擁護等に必要な支援などを

行 うことにより、地域で生活す る障害児・者の暮 らしや生活を支援 した。

また、中讃東圏域 自立支援協議会や 中讃西部地域 自立支援協議会の構成メンバー として、 自立支援協議会の運営や相

談支援充実強化事業に取 り組み、障害のある人 も安心 して暮 らせ る地域生活支援拠点事業に参画 したほか、相談支援業

務 において、障害者虐待防止に向けて各市町 とも連キ斧ヶを深 め積極的に取 り組んだ。

2 障害支援区分認定調査事業

圏域 2市 2町からの委託事業 として、支援区分の認定調査を実施 してお り、支援を必要 とする障害者の実情に見合っ

た的確な認定が行われるよう、円滑な調査を実施 している。



3 障害児等療育支援事業

香川県からの委託事業 として、今年度も引き続き実施 した。対象は、県下全域の在宅障害児である。

平成 26年 4月 から臨床心理士を、平成 29年 4月 からは作業療法士を配置 し、専門性を生か した支援内容の充実を

図つている。

(1)訪 問療育等指導事業

臨床心理士が障害児宅を訪問 し、療育やカウンセ リング、保護者には情報の提供や相談等の支援を行つた。

(2)外 来療育等指導事業

外来療育相談 として、子供の行動や障害特性の理解に関する相談を受けて、行動療法を用いた子 どもとのかかわ り

方を身につけるペアレン トトレーニングを実施するとともに、関係機関などの情報提供を行つた。

また、読み書きに困難 さのある児を持つ保護者の会を年 3回実施 し、保護者の相談に応 じるとともに、保護者同士

で悩みや困り感を話 し合 うなど、情報交換 と交流の場を提供 した。

このほか、外来療育 として、在宅障害児の療育活動支援を行 う次の事業を実施 した。

①  SST(社 会生活技能訓練 )

臨床心理士を中心に、作業療法士や外部講師と、月 1回 、社会適応能力が身につきにくい発達障害児 (小 3～ 6

年)を対象に、遊びを通 した訓練を行つたほか、夏休みに 1回 、中学生以上を対象にした SSTを 行つた。

② 親子運動教室 (き ららキッズ洸

毎月 2回程度、発達の気になる小学生の親子 (10組程度)を対象に実施 した。発達の気になる親子がふれあい

ながら、運動感覚機能や社会性の発達を促 した。

③ 心理療法       :

心の問題を抱えた児童や保護者に対 し、遊びを通 したセラピー (児童)や言語でのカウンセ リングを行つた。

④ 作業療法

日常生活動作や運動の苦手な児童に対 して遊びや道具を使つたプログラムを実施 した。



なお、例年、毎月第 4土曜 日に実施 している親子料理教室、支援学校等の夏冬の長期休みに実施 している余暇教室は、

新型 コロナウイルス感染防止のため、昨年度に続き中止 した。

(3)施 設支援指導事業

① 綾川町が定期的に実施 している親子教室 「ここから教室」の運営を支援 した。障害児に関わつている保健師や保

育士等スタンフに対 し、遊びの内容や療育的活動についての助言、指導を行 うとともに、親子でコミュニケーショ

ンが図れるよう内容を充実 し、運動遊びを取 り入れた集団活動を行つた。

② 坂出市の子育て支援センター 「まろつこひろば」の運営を支援 した。子育て広場に来ているお子 さんの中で、発

達上に問題があると思われるお子 さんに対するアプロエチ方法についての指導・助言を行つたもまた、発達障害に

ついての知識を身につけてもらうよう、講義も行つた。

③ 観音寺市の「ふたば保育園」では園の行事に参加、 「親子 deこ こすまいる」では運営を支援 した。発達の気にな

るお子 さんの早期発見や早期療育につなぐこと、親子の関わ り方の助言、保護者の子育て支援を行つた。

④ 多度津町の 「白方保育所」の発達の気になるお子 さんへのアセスメン トと指導、助言を行つた。

4 発達障害者地域支援体制強化事業

かがわ総合 ジハ ビジテーシ ョン事業国か ら再委託 を受けて、発達障害者への支援に取 り組んでいる。

発達障害者支援セ ンター 「アルプスかがわ」 と連携 し、地域支援マネジャー として、巡回等による相談・助言や、関

係機 関等の研修支援 を行 うとともに、図書館啓発などの一般啓発事業 を行った。また、西都圏域で実施 され る連絡会や

事例検討会、保護者会に参加す るとともに、臨床心理士、作業療法士の専門性 を高めつつ、西部圏域の拠点 となる体制

の充実を図つた。

5 園内利用者に射する療育

おおぞら、だいちの支援員 と連携 し、今後の方向性などを情報共有 しながら、臨床心理士によるスヌーズレンや心理



的アプローチ、作業療法士による個々の利用者に応 じた療育を行つている。

6 福祉ホーム

利用者に安価 な利用料で住居等 を提供 し、 日中活動の支援や企銭 。健康管理な ど日常生活での支援 を行つている。

16人 (定員 20人 )の 利用者が就労又は福祉的就労に従事 しながら、より質の高い地域生活を目指 している。事業

所 と当園が連携をとりつつ、個々のニーズに応 じた就労支援や生活支援などを行っている。

7 グループホーム (共 同生活援助 )

定員を充足 し、利用者が安全かつ楽 しい地域生活を送ることができるように、アセスメン ト、モニタリング、個別支

援計画の作成等を通 して、サービス管理責任者 。世話人が生活全般の支援を行つている。

ホームセキュリティ管理による日常の防犯対策に加 え、避難訓練の実施、防災グンズの設置、丸亀市の要援護者登録

により非常時における防災対策に努めている。

◎定 員 :6人 (現在 6人が利用 )

◎世話人 :2人 (交代勤務 )

8 地域支援事業利用実績

区    分 令和 8年度 令和 4年度 摘    要

基本相談支援事業 利用者数 668 人 631 人 相談件数 11,804件

指定特定相談支援事業 実施件数 504 件 529 件 計画 。モニタ リング件数

指定一般相談支援事業 件   数 0 件 0 件

指定障害児相談支援事業 件   数 231 件 204 件 計画 。モニタ リング件数



障害支援区分認定調査 実施件数 109 件 95 件 圏域 2市 2町

訪問療育等指導事業 延べ件数 16 件 27 件 18歳 以下の児対象

外来療育等指導事業 延べ人員 314 人 458 人 〃

施設支援指導事業 延べ回数 22 回 50 回 ″

短期入所事業 延べ 日数 149 回 151回 宿泊を伴 うす時的施設利用

日中一時支援事業 延べ回数 407 回 204 回 宿泊を伴わない一時的な施設利用

Ⅲ 管理 運営

1職員の配置状況
本年度における職員の配置状況は、次のとお りであつた。

(令和 5年 3月 31日現在 常勤換算人数 1人 )

区  分

施設長

兼

管理者

管理者

兼

サードス管理

穀

事 務

職 員

作業員

栄養士

サーヒ
ヾ
ス

管 理

鶏

看護師
生 活

支援員

補 助

生 活

支援員

常 直

生 活

支援員

職 業

指導員

就 労

支援員

目標工

賃達成

指導員

相 談
支 援

専門員

臨 床

心理士

作 業

療法士

管理人 簡 舌メ、 嘱託医 合 計

定 員

(運営畑
1,0 2.0 4.0 1.0 3.0 2.0 40,0 2.0 5,0 1.0 1.0 5,0 2.0 1,0 0.2 70.2

本年度末 1.0 2,0 7.0 1.0 2.5 3.0 36。 4 17.4 2.0 7.0 1.0 1.0 4.5 2.0 2.0 1.0 0.2 91.0

実職員数 1 2
8

2名兼務
1

3

1名兼務

3
38

3名兼務
18 2 8 1 1

5

1名兼務

2

2名兼務

2 2 1 94

《職員内訳 :正規 49人・嘱託 21人・準職員 19人・パー トタイム職員 5人  計 94人》



2 職員の資格等の取得 (保 有)状況

(令和 5年 3月 31日 現在 )

資格取得者数
資 格 名

社
△
パ 福 祉 士

介 護 福 祉 士 36人

10人

1人

9人

2人

16人

精 神 保 健 福 祉 士

臨 床 サil」、 理 士

保 育 士

作 業 療 法 士

サ ビ ス 管 理 責 任 者

23人

3 連絡調整委員会の開催

経営管理委員会の下に給食、保健衛生、生活支援、職員研修、行事、広報、防災環境、苦情解決検討、虐待防止、地域

公益事業検討、個別情報管理の各委員会を設置 し、効率的な施設運営 と利用者へのサー ビス向上を図るため、課題 につ

いて検討・協議 した。

(1)経 営管理委員会

委員会を統括す る委員会 として、理事長が参加 し、施設運営及び経営上の重要な事項、業務改善に関す る事項、

各委員会における課題等について検討 した。

(2)給 食委員会

食事は健康の維持や増進 の観点か らも重要であ り、 日常生活における利用者の大きな楽 しみにもなつている。



給食提供業務を円滑に行 うためには、給食業務委託業者 との意思疎通を図る必要があることから、委員会は給食

業務委託業者を含めて開催 している。検食簿による指摘事項は、その都度栄養士から給食業務委託業者に伝えた上

で、委員会において改善策を検討 した。

給食提供に当たつては、利用者の健康状態、嗜好、障害の特性、栄養バランス等を配慮 して、季節感を感 じる行

事食、利用者が写真を見て決める選択メニューなどのサービスを提供するとともに、当園独 自に地域の生産者等の

協力を得て、米、野菜、果物等の食材の地産地消に取 り組み、安全で新鮮な食材を使つた給食の提供に努めた。

衛生面においては、温ハ配膳車の導入によりヽ適切な温度管理を行 うとともに、食品の安全性、調理器具
。食器

の消毒、調理場の清掃に留意 し、常に食中毒防止に努めるよう給食業務委託業者に指示 した。各所属においても、

エプロン、使い捨てマスク・手袋の着用など衛生面の徹底を図つた。

(3)保健衛生委員会

利用者の健康で安定 した生活のために、健康管理、健康相談、健康診断 (内 科、精神科、皮膚科、歯科 )、 生活

習慣病健診 (35歳 以上)を実施 し、疾病予防、健康維持に努めた。

今年度 も、全国的な新型 コロナ ウイルス感染症の発生に伴い、 日々の検温や病状の確認、各活動の中止、手洗い、

うがい、消毒の徹底など、感染防止に向けた対策を講 じた。また、インフルエンザやノロウイルス等、他の感染症に

対 しても、対策マニュアル等に基づき、 日頃から感染防止に取 り組んでいる。

(4)生活支援委員会

利用者の生活の質 (QOL)の 向上を図るため、生活 目標を設定 し、利用者へ分かりやす く周知 している。生活

全般において、利用者にとつてより良い環境 となるために、何が必要であるかを検討 し必要な支援を行つた。また

必要な物品の購入について検討 し、搬入 。管理を行つている。新型コロナウイルス感染防止対策では、緊急時にも

対応できるよう毎月、新型 コロナ対策用物品の必要数を把握 し、管理を行つた。

(5)職 員研修委員会

職員の資質向上を目指 して、関係団体が開催する各種研修に職員を参加 させるとともに、その内容を内部研修の



場で報告するなどして、研修内容の共有化に努 めたも

内部研修 として、各所属部署が取 り組んでいる療育支援について発表 し、意見交換を行つた。

また、外部講師を招いての研修 として、 「感染症予防対策」 「コロナ禍でのモチベーションアップ法」
「スヌー

ズレンセ ミナー」をテーマに実施 した。

なお、川部みどり園や、たまも園との交流研修については、新型コロナウイルス感染防止のため、実施を見送っ

た。

(6)行 事委員会

新型 コロナウイルス感染防止のため、毎年 4月 29日 に開催 している「スプ リングフェスタ」を中止 し、花、野

菜の苗の販売のみ、 4月 18日 から28日 の期間で実施 した。 「地域交流フェスタ」など、その他の地域の方々との

交流行事をすべて中止 した。また、丸亀お城まつ り愛の広場で即売を予定 していたが、 日程を変更 し、障害者週間の

12月 3日 に丸亀市市民交流活動センタとマルタスで実施 した。        ´

新型コロナウイルスの感染状況が小康状態の時期には、地域貢献活動 として道路美化ボラン>ィ ア 「さわやかロ

ー ド」を 3回、楠見池休憩所の清掃を 2回実施 した。

また、 「敬老の祝い」 と「成人の祝い」は、該当者のみ出席 して実施 した。

(7)広 報委員会

4月 、 7月 、 10月 及び 1月 の年 4回 、季刊の広報誌 「ふ じみ園だより」を発行 した。その中で、ふ じみ園の事

業内容や行事・イベン トなどについて掲載するとともに、地域行事への参加、園の開放行事の案内等も掲載 した。

また、 「虐待防止・権利擁護 コーナー」では、当園での虐待防止の取組を掲載 し、保護者や地域の方への広報に努め

た。 このほか、ホームページを随時更新 し、適宜必要な情報提供に努め、広 く当園を紹介 した。

(8)防 災環境委員会

年度初めに年間の防災計画を作成 し、消防署に提出した。毎年参加 している香川県シェイクアウ ト (県民一斉地

震防災訓練)は 園内での新型コロナウイルス感染状況を踏まえ参加 しなかつたが、災害伝言ダイヤルを活用 した模



擬練習を実施 したほか、非常食の更新など、震災に対する対策を引き続き講 じた。このほか、だいちの作業棟では

安全カメラによる見守 りを継続することで、利用者の安全確保に努めた。

(9)苦 情解決検討委員会

利用者の権利を擁護 し、利用者からの苦情を円滑かつ適切に解決するための苦情解決検討委員会を設け、各所属

に苦情受付担当者を配置 し、苦情受付箱の設置や第二者委員の委嘱など苦情処理体制を整備 している。

今年度の苦情申出は 0件であつた。

(10) 虐待防止委員会

利用者の権利を擁護するとともに、虐待防止に積極的かつ具体的に取 り組むことを目的 とした
「ふ じみ園虐待防

止改善計画」に基づき、職員 1人ひとりの意識改革や効果的な研修 (ア)実施などに取 り組んだ。

① 園内体制の充実
1虐
待防止マネジャーを各部署に配置するとともに、外部委員を加えた虐待防止委員会を中心に虐待防止に取 り

組んだ。虐待防止委員会は毎月定期的に開催 し、虐待防止計画の策定、進捗管理等を行つた。

② 課題の抽出と対応策の検討

園内で発生 したヒヤ リハ ット事例の報告を徹底 し、毎月、事例研修を実施するとともに、年 2回、全職員を対

象にセルフチエックを実施 して課題の抽出に努めた。

③ 職員一人ひとりの意識改革

虐待防止マニュアルを園内の電子掲示板に掲載するとともに、利用者に対する呼称改善をはじめ、職場での職

員同士の声かけに取 り組んだ。また、虐待防止マネージャーを中心に、所属ごとに 「虐待防止 目標」 (ス ローガ

ン)を 設定 して職場に掲示 した。

④ 効果的な研修の実施

年 2回 、セルフチェンクの結果を踏まえた内部研修を実施するとともに、外部講師を招いて、虐待防止や障害

特性の理解などに関する研修会を、延べ 4回実施 した。



(11) 個別情報管理委員会

全ての利用者についてサー ビス等利用計画を作成 し、これに沿つて個別支援計画の作成来び評価を行つた。なお、

園内で使用 している情報シス>ム の見直 しの一環 として、令和 4年度後半の支援計画やモニタリングの書類は、従

来の 「福祉の森」シスタムから、ふ じみ園独 自で考案 した方式による作成に変更 した。また、個別支援計画は、各

寮のサー ビス管理責任者が共通の認識をもつて、利用者 。家族 。後見人に説明しているが、今年度も新型コロナウ

イルス感染防止対策のため、書面での確認 となった。なお、半年若 しくは 3か月ごとにモニタリレグを実施 し、次

の計画に生か している。また、利用者台帳、アセスメン トについて見直 しを行 うように周知 し、個々の支援ファイ

ルの管理・整理・確認を行つた。

このほか、労働安全衛生法に基づ く「衛生委員会」では、職員の健康保持増進、健康障害防止のための基本対策、新型

コロナウイルス感染防止対策などについて、毎月産業医の助言を得ながら、協議や意見交換を行つた。職員のス トレスチ

ェックについては、ス トレスチェンクの実施 とその結果を生か して、職員の心の健康管理に取 り組んだ。

地域社会 との連携

地域に根 ざした施設を目指 し、継続的に地域交流・地域貢献事業に取 り組んでいる。

0月 の敬老月間に、地域の独居老人宅を民生委員 と一緒に利用者が訪問 し、利用者手作 りのプ レゼン トを配 り、交流を

図る 「ふれあい訪間」は、前年度に引き続き、新型 コロナ ウイルス感染防止のため中止 した。

このほか、特別支援学校生徒の現場実習や体験学習の受入れ、学生の資格取得のための実習、ボラン>ィ アの受入れに

ついて、新型 コロナ ウイルスの感染状況に配慮 しなが ら、可能な範囲で対応 した。

地域貢献活動 としては、 「香川 さわやかロー ド事業」による県道の清掃活動 を 3回 、当園に隣接する楠見池親水公園の

清掃活動 を 2回 実施 した。

だいち就労支援事業

令和 4年度の就労支援事業の売 り上げは、若干減収 したが、ほぼ横ばい状態で、安定 した受注に支えられている。

4

5



クリーニングでは、丸亀市から委託を受けた寝具類洗濯乾燥消毒サービスの注文が少 し減少 した。

園芸では、主な減収要因として、新型コロナウイルス感染防止のため 「フラワーフェスティバル」などの即売が中止

となつたこと、ニュー レオマワール ドからの大日受注が減ったこと、一日午年に比べ、近レ
米キの学校、幼稚園などからの受注

が若干減少 したことなどがあげられる。高松 。善通寺の花市場への出荷、坂出市内の子供会や 「愛 を花いつぱいキャン
ペ

ーン」などは、安定した受注が継続 している。

軽作業では、業者 との定期的な取引の継続により、売 り上げの改善に努めた。

また、 「四国こどもとおとなの医療センター」、 「介護老人施設」での施設外就労は、コロナ感染防止対策のため中

止 した。

就労支援事業総体の売 り上げ対前年度比は、 0。 7%(257千 円)の減収 となつている。


